
 

 

 

 

 

 

 

 

 

      町長、北川委員長挨拶の後、委員長の進行で審議を行った。 

      事務長より総括説明を行った。 

平成２２年１２月から翌年４月にかけて常勤医師の異動により、平成２３年度

の患者数は、入院患者数は７．８％、２．３床／日の減、通院患者数は４．４％、

６．６人／日の減の見込みとなっている。これらを踏まえて、平成２３年度の収

支見込と平成２４年度予算案を決定した。 

新年度予算の審議スケジュールは、２月９日に院長・副院長協議、２月１０日

は臨時課長会議で各会計予算案を決定し、「内示」があった。 

本日の病院運営審議会の審議を経た後、２月２８日は「厚生文教常任委員会」、

３月８日～２３日開催の３月議会に上程となることを説明した。 

 

１ 平成２３年度病院事業会計収支決算見込みについて（次長説明） 

        別紙資料１により、平成２２年度比の一般病床の利用率と外来患者数減の推

移と減収見込み及び収支の各科目を説明し、当期純損失は約１千万円を見込ん

でいること、また、２月の入院患者が持ち直して、稼働率は約７０％の水準に

となっているので、今後の患者動向に期待していることなどを説明した。 
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２ 平成２４年度病院事業会計予算（案）について（次長説明） 

  平成２４年度予算の算定根拠は、平成２３年度の患者数等から想定し、

一般病床は、平成２２年度並の水準で計上、老健は、ほぼ同額を計上した。 

この結果、３条予算は８６６，４７３千円（９，６３７千円、１．１％

の減）で、収入では「入院収益」を、また、費用では「給与費」と診療に

伴う「材料費」を中心に計上した概要を説明した。 

また、４条予算は、７９，７８３千円（１１，８０２千円、１７．４％

の増）調整交付金事業〔医療機器購入、コンピュータ断層撮影装置（ＣＴ）

更新〕及びＣＴの付帯機器「画像保存通信システム（ＰＡＣＳ）」の導入

などについて事業概要を説明した。 

  また、一般会計からの繰出金は、２３４，３９５千円（３条分：２２４，

４１２千円、４条分９，９８３）で、前年対比２，５２７千円、１．１％

の減となった。 

      ３ その他 

        なし 


